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１．男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり 5

5

２．あらゆる分野における男女共同参画の実現

合計

2

４．男女の生涯を通じた健康づくりの支援

５．ＤＶ等の暴力の根絶

３．ワーク・ライフ・バランスの推進
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第３次四街道市男女共同参画推進計画・成果指標結果表

めざす社会のすがた：「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

総括

　本市では、平成２６年度から令和３年度までを対象期間とする第３次四街道市男女共同参画推進計画について、進捗状況を検証するための成果指標を設定し、男女共同参画社会の実現に
向け、さまざまな取り組みを計画的に推進し、進展を図ってきたところである。また、各施策の方向に、重点項目とＤＶ防止計画を位置付け、各施策の方向に応じた取り組みを進めたところであ
る。
　計画の９３の取り組み状況については、各年度の評価を実施・公表し、男女共同参画審議会の意見を踏まえ、本市のめざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、
個性を発揮できる社会」の実現に向け、着実な推進を図ってきたところである。
　しかしながら、各成果指標については、目標値に向け進捗しなかったものや、目標値に向け進捗はしたものの達成できなかったものが半数以上みられた。これらの指標については、その要因
を分析、検証しつつ、改善方法等を明らかにした上で、的確な対応策を講じる必要がある。
　計画の評価については、課題毎に定めた２７の成果指標を、◎：目標値・目標状態を達成したもの、○：目標値・目標状態に向け進捗したもの、△：目標値・目標状態に向け進捗しなかったも
の、－：評価対象外に分けて以下のとおり実施した。
　全体の進捗状況は２７の指標のうち、１６指標（５９．３％）に進捗があり、８指標（２９．６％）が目標を達成した。特に課題２「あらゆる分野における男女共同参画の実現」、課題３「ワーク・ライ
フ・バランスの推進」は８０％を超える進捗率となっている。一方、課題４「男女の生涯を通じた健康づくりの支援」、課題５「ＤＶ等の暴力の根絶」については、進捗率が約３３％、課題１「男女共
同参画社会の実現に向けた意識づくり」については、進捗率が４０％に留まるなど課題も見られる。
　前進した指標についても男女共同参画の視点から更なる改善の余地があることに留意し、引き続き男女共同参画社会の推進と進展に努めていくものとする。

【全体】

○：目標値・目標状態
に向け進捗したもの

◎：目標値・目標状
態を達成したもの

0.0%

60.0% 20.0% 20.0%

△：目標値・目標状
態に向け進捗しな

かったもの
　－：評価対象外
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課題１．男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり

現状値
Ｒ2

Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性13.3% 女性21.0% 女性22.0%
男性27.2% 男性32.0% 男性33.0%
Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性33.6% 女性43.0% 女性44.0%
男性50.4% 男性57.0% 男性58.0%
Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性11.7% 女性18.0% 女性19.0%
男性15.7% 男性28.0% 男性29.0%
Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性19.7% 女性27.0% 女性28.0%
男性26.7% 男性34.0% 男性35.0%
Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性61.0% 女性69.0% 女性71.0%
男性72.5% 男性76.0% 男性78.0%

女性59.8%
男性73.3%

△

女性26.9%
男性31.7%

○

e 学校教育の場で男女の地位は平等であると思う人の割合

１．男女共同参画社会の実現に
向けた意識づくり

課題等 成果指標 基準値 目標値・目標状態 評価

全体の進捗状況は５指標のうち、２指標（４０％）に進捗があり、目標値を達成しなかったものの基準値は上回った。
一方、「社会全体の中で男女の地位は平等であると思う人の割合」、「家庭生活の中で男女の地位は平等であると
思う人の割合」、「学校教育の場で男女の地位は平等であると思う人の割合」の３指標（６０％）は目標に向け進捗し
なかった。
各種講座、イベント、情報誌や市ホームページ等を活用してより多くの人に情報発信を行うことに加え、学校教育等
の充実により若い世代からの意識啓発を実施していくことが必要である。

女性12.8%
男性23.4%

○

d 職場の中で男女の地位は平等であると思う人の割合

女性32.3%
男性46.1%

△

c 社会通念・慣習・しきたりなどにおける男女の地位は平等であると思う人の割合

女性9.1%
男性20.9%

△

b 家庭生活の中で男女の地位は平等であると思う人の割合

a 社会全体の中で男女の地位は平等であると思う人の割合

40.0% 60.0%40.0%

3 0

進捗課題等

１．男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり 5

合計

2

○：目標値・目標状態に
向け進捗したもの

◎：目標値・目標状態
を達成したもの

0.0%

△：目標値・目標状態
に向け進捗しなかった

もの
　－：評価対象外

0 2

0%
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課題２．あらゆる分野における男女共同参画の実現

現状値
Ｒ2

Ｈ24年度末現在 Ｈ27年度 H30年度
28.8% 30.0% 35.0%

Ｈ24年度末現在
14.3%

Ｈ24年度末現在
14戸

Ｈ24年度
1回

Ｈ25年4月1日現在
8人

全体の進捗状況は５指標のうち、４指標（８０％）に進捗があり、「家族経営協定締結農家数」、「女性の社会的チャレ
ンジ支援の講座の実施回数」、「女性消防団員数」の３指標（６０％）が目標を達成した。一方「女性委員ゼロの審議
会等の割合」の１指標（２０％）は目標に向け進捗しなかった。
事業所や各種団体活動、防災訓練等あらゆる分野に周知啓発、情報提供を継続的に実施していくことに加え、審議
会等委員に占める女性の割合を高めるため、引き続き関係団体に対して委員の推薦に当たって格段の協力を要請
するなど、女性の積極的な登用に努めていくことが必要である。

女性の社会的チャレンジ支援の講座の実施回数
R3年度

10人
12人 ◎

15.2% △
年々減少しゼロに近づける

31.9% ○

b 女性委員ゼロの審議会等の割合
R3年度

２．あらゆる分野における男女
共同参画の実現

a 審議会等委員に占める女性の割合

c 家族経営協定締結農家数
R3年度

1回 ◎
年１回以上実施する

e 女性消防団員数
R4年4月1日現在

21戸 ◎
年々増加する（年１戸以上増加する）

d

課題等 成果指標 基準値 目標値・目標状態 評価

0.0%80.0%

1 0

進捗

5

課題等

２．あらゆる分野における男女共同参画の実現

合計

4

○：目標値・目標状態に
向け進捗したもの

◎：目標値・目標状態
を達成したもの

60.0% 20.0% 20.0%

△：目標値・目標状態
に向け進捗しなかった

もの
　－：評価対象外
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課題３．ワーク・ライフ・バランスの推進

現状値
Ｒ2

Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
19.3% 30.0% 37.0%

Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性80.8% 女性85.0% 女性87.0%
男性69.9% 男性73.0% 男性76.0%
Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
女性4.3% 女性5.0% 女性6.0%
男性8.7% 男性9.0% 男性10.0%
Ｈ23年度 Ｈ28年度 R3年度

16.2% 調査ごとに増加する 調査ごとに増加する
Ｈ25年4月1日現在

36人
　　　　　　　　　　　　※「d子ども家庭福祉（支援）に対する取り組みに「満足している」と回答した人の割合」の現状値はH28年度の値を記載

全体の進捗状況は５指標のうち、４指標（８０％）に進捗があり、「子ども家庭福祉（支援）に対する取り組みに「満足
している」と回答した人の割合」、「保育所入所待機児童数」の２指標が目標を達成した。一方、「家庭生活のための
時間が取れていると感じている人の割合」の１指標（２０％）は目標に向け進捗しなかった。
ワーク・ライフ・バランスの周知啓発と、ワーク・ライフ・バランスに向けた子育て・介護支援、男性の家庭参画に関す
る講座等の実施が必要である。

0人 ◎
0人

e 保育所入所待機児童数
H31年4月1日現在

３．ワーク・ライフ・バランスの推
進

b 家庭生活のための時間が取れていると感じている人の割合

26.3%d 子ども家庭福祉（支援）に対する取り組みに「満足している」と回答した人の割合

c 家事諸項目（食事・掃除洗濯）の担当者が「夫婦とも同じ程度」と回答した人の割
合

女性79.4％
男性74.6％

27.4%

課題等 成果指標 基準値 目標値・目標状態 評価

a ワーク・ライフ・バランスの内容を知っている人の割合

女性7.0％
男性9.9％

○

◎

△

○

2

40.0% 40.0%

4

80.0% 0.0%20.0%

1 0

進捗課題等

5

合計

2
３．ワーク・ライフ・バランスの推進

○：目標値・目標状態に
向け進捗したもの

◎：目標値・目標状態
を達成したもの

△：目標値・目標状態
に向け進捗しなかった

もの
　－：評価対象外

4



課題４．男女の生涯を通じた健康づくりの支援

現状値
Ｒ2

Ｈ23年度 Ｈ28年度 R3年度
23.2% 調査ごとに増加する 調査ごとに増加する

Ｈ24年度末現在
37.2%

Ｈ24年度末現在
27.6%

※「a健康づくりに対する取り組みに「満足している」と回答した人の割合」の現状値はH28年度の値を記載

全体の進捗状況は３指標のうち、１指標（３３．３％）に進捗があり、「健康づくりに対する取り組みに「満足している」
と回答した人の割合」が目標を達成した。「乳がん検診の受診率」、「子宮頸がん検診の受診率」の２指標（６６．
７％）はＨ２８年度以降算定方法が変更となり比較できないため、評価対象外とした。
引き続き性差に配慮した相談窓口の設置の他、妊娠期から子育て期までの男女それぞれの役割を学習する講座
や、市内中学校で正しい性知識を学ぶ思春期教室を実施すると共に、性差に配慮した健康維持増進のための情報
発信や周知啓発が必要である。

子宮頸がん検診の受診率
H30年度

50.0%

(17.2%)
参考数値

-４．男女の生涯を通じた健康づ
くりの支援

b 乳がん検診の受診率
H30年度

26.2%(※) ◎

課題等 成果指標 基準値 目標値・目標状態 評価

a 健康づくりに対する取り組みに「満足している」と回答した人の割合

(12.2%)
参考数値

-

50.0%

c

33.3% 33.3% 0.0%

1 01

0.0%

20

66.7%

進捗課題等 合計

４．男女の生涯を通じた健康づくりの支援 3

○：目標値・目標状態に
向け進捗したもの

◎：目標値・目標状態
を達成したもの

△：目標値・目標状態
に向け進捗しなかった

もの
　－：評価対象外
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課題５．ＤＶ等の暴力の根絶

現状値
Ｒ2

Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
53.4% 100%に限りなく近づける 100%に限りなく近づける

Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
精神的暴力：5.0%
肉体的暴力：2.0%
性的暴力：1.2%

Ｈ24年度 Ｈ29年度 R2年度
職場で：25.0%
学校で： 4.6%
地域で： 4.6%

職場で：35.7 %
学校で：9.5%
地域で：9.0%

△
調査ごとに減少する 調査ごとに減少する

△
調査ごとに減少する 調査ごとに減少する

c セクシュアル・ハラスメントの被害経験（職場、学校、地域）があると回答した女性
の割合

５．ＤＶ等の暴力の根絶
b ＤＶの被害経験（精神的、肉体的、性的）があると回答した女性の割合

精神的暴力：6.4%
肉体的暴力：3.7%
性的暴力：2.7%

70.0% ○

課題等 成果指標 基準値

a ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合

目標値・目標状態 評価

全体の進捗状況は３指標のうち、１指標（３３．３％）に進捗があり、目標状態を達成しなかったものの基準値は上
回った。一方、「ＤＶの被害経験（精神的、肉体的、性的）があると回答した女性の割合」、「セクシュアル・ハラスメン
トの被害経験（職場、学校、地域）があると回答した女性の割合」の２指標（６６．７％）は目標に向け進捗しなかっ
た。
基準値を下回る指標が多いため、ＤＶに関する相談窓口の周知、相談体制の充実や、庁内外の関係機関との連携
が必要である。

1
3

33.3%

2 01

進捗

0

課題等 合計

５．ＤＶ等の暴力の根絶

○：目標値・目標状態に
向け進捗したもの

◎：目標値・目標状態
を達成したもの

△：目標値・目標状態
に向け進捗しなかった

もの
　－：評価対象外

0.0%0.0% 33.3% 66.7%

6



計画の推進

男女共同参画社会の形成に取り組む体制の強化

現状値
Ｒ2

平成23年度 Ｈ28年度 R3年度

Ｈ25年4月1日現在

Ｈ24年度

Ｈ24年度
女性0人
男性0人
Ｈ24年度

職員    51人
教員等 25人

Ｈ24年度
職員    68.0%
教員等 85.0%

※「a男女共同参画に対する取り組みに「満足している」と回答した人の割合」の現状値はH28年度の値を記載

全体の進捗状況は６指標のうち、４指標（６６．７％）に進捗があり、「男女共同参画に対する取り組みに「満足してい
る」と回答した人の割合」、「市職員の性別介護休暇取得状況」の２指標（３３．３％）が目標を達成した。一方「課長
相当職以上に占める女性の割合」、「男女共同参画に関する職員・教員等研修の参加者数」の２指標（３３．３％）は
目標に向け進捗しなかった。
市における男女共同参画の推進として、課長相当職以上に占める女性の割合を高めるため、中長期的な視点によ
る育成が必要である。また、職員に対する意識啓発や制度の普及啓発・研修会の実施によるさらなる意識の向上が
必要である。

職員47.7％
教員等100％

○研修の目的に沿った評価をした人の割合が年々増加す
る

f 男女共同参画に関する職員・教員等研修の研修目的の達成度
R3年度

職員21人
教員等対象18人

*動画視聴による研
△

参加者が増加する
e 男女共同参画に関する職員・教員等研修の参加者数

R3年度

女性2人
男性1人

◎
女性、男性ともに取得を希望する人が取得できる

d 市職員の性別介護休暇取得状況
R3年度

23.1%
（13人中3人）

○
7.1% 55.0%

△
3.6% 5.0%

c 男性職員の育児休暇等の取得率
R3年度

1.4%
（72人中1人）

10.8%(※) ◎
7.9% 調査ごとに増加する 調査ごとに増加する

男女共同参画社会の形成に取
り組む体制の強化

a 男女共同参画に対する取り組みに「満足している」と回答した人の割合

b 課長相当職以上に占める女性の割合
R4年4月1日現在

課題等 成果指標 基準値 目標値・目標状態 評価

6
66.7%

男女共同参画社会の形成に取り組む体制の強化
4 22 2

進捗課題等 合計 ○：目標値・目標状態に
向け進捗したもの

◎：目標値・目標状態
を達成したもの

△：目標値・目標状態
に向け進捗しなかった

もの
　－：評価対象外

33.3% 33.3% 33.3% 0.0%

0
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